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し
た
。

　

県
協
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に

県
内
の
ケ
ア
マ
ネ
と
利
用
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
居
宅
介
護
支
援
に

お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
と
利
用
者
双
方
が
考
え

る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
と
現
状
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
・
分
析
し
た
「
介
護
保

険
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」
と
し

て
ま
と
め
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
検
討
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
参
考
に
し
た
点
は
、
図
Ａ
の
よ
う

に
ケ
ア
マ
ネ
と
利
用
者
お
の
お
の
が
認
識

す
る
現
状
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
サ
イ
ク
ル
」
を
形
成
し

介
護
支
援
専
門
員
の

 

さ
ら
な
る
資
質
向
上
の
た
め
に

　

介
護
保
険
制
度
施
行
か
ら
十
年
余
り
が
経
過
す
る
中
、
制
度
運
用
の
要
と
も
な
る
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。
以
下
、「
ケ
ア
マ
ネ
」）
の
役
割
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　

現
在
、
県
内
の
ケ
ア
マ
ネ
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
定
を
受
け
た
研
修
実
施
機
関

が
本
会
を
含
め
十
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
（Ｎ）
神
奈
川
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
（
以
下
、「
県

協
会
」）
で
は
ケ
ア
マ
ネ
の
生
涯
学
習
体
系
構
築
の
た
め
「
生
涯
学
習
体
系
・
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
、
各
研
修
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
「
専
門
研
修
部
会
」
の
検
討
報
告
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
の
役
割
や
現
任

者
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
に
必
要
な
資
質
と
は

　

現
在
の
ケ
ア
マ
ネ
現
任
者
を
対
象
と
し

た
研
修
体
系
は
、
平
成
十
八
年
の
介
護
保

険
法
改
正
時
に
資
質
向
上
を
目
的
と
し

て
、
表
１
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
資
格
証
で
あ
る
「
介
護
支
援
専
門
員

証
」
に
五
年
の
有
効
期
限
を
設
け
、
資
格

更
新
に
は
期
限
内
に
「
専
門
研
修
課
程
Ⅰ

お
よ
び
Ⅱ
」（
以
下「
専
門
研
修
」）の
受
講

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
「
介
護
保
険
制
度
論
」「
対
人
個

別
援
助
技
術
」「
介
護
支
援
専
門
員
の
倫

理
」「
保
健
医
療
福
祉
の
基
礎
理
解
」「
事

例
研
究
・
演
習
」な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

で
は
「
ケ
ア
マ
ネ
に
必
要
と
さ
れ
る
資

質
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
介
護
保
険
法

第
七
条
の
ケ
ア
マ
ネ
の
定
義
は
「
要
介
護

者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
そ
の
心

身
の
状
況
に
応
じ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
市
町
村
や
事
業
者
等
と
の

連
絡
調
整
等
を
行
う
者
」
で
、「
要
介
護

者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に

必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び

技
術
を
有
す
る
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
に
必
要
な
資
質
と
は
、
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
だ

け
で
な
く
、相
談
・
調
整
・
権
利
擁
護
等
、

介
護
保
険
制
度
を
含
む
幅
広
い
専
門
知
識

と
技
術
を
駆
使
し
要
介
護
者
等
の
自
立
を

支
援
す
る
、
ま
さ
に
「
ケ
ア
」
を
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
す
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
の
直
面
す
る
課
題

　

現
行
の
研
修
体
系
施
行
後
、
約
五
年
が

経
過
す
る
中
、「
さ
ら
な
る
資
質
向
上
の

た
め
に
何
が
必
要
か
」と
い
う
視
点
か
ら
、

本
会
と
県
協
会
の
専
門
研
修
部
会（
以
下
、

「
部
会
」）
と
共
同
で
、
専
門
研
修
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
際
、
ケ
ア
マ
ネ
の
専
門
性
に
関
す
る
習

熟
度
や
直
面
す
る
課
題
の
把
握
が
必
要
で

て
い
る
状
態
か
ら
、
図
Ｂ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
「
質
が
向
上
す
る
サ
イ
ク
ル
」

へ
転
換
す
る
た
め
に
挙
げ
ら
れ
た
、
①
実

効
性
の
あ
る
専
門
教
育
、
②
普
及
啓
発
に

よ
る
「（
利
用
者
の
）
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
参
加
す
る
力
」
の
向
上
、
③
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
可
視
化
と
客
観
的
評

価
の
実
施
、
④
報
酬
・
業
務
内
容
の
改
善

と
い
う
四
つ
の
提
言
で
す
。
こ
の
う
ち
部

会
で
は
、
①
の
「
実
効
性
の
あ
る
専
門
教

育
」
へ
具
体
的
な
提
言
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
県
内
研
修
実
施
機
関
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
も
併
せ
て
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

課
題
か
ら
見
え
て
き
た
着
目
点

　

検
討
の
結
果
、
研
修
実
施
機
関
と
受
講

者
双
方
で
研
修
の
体
系
・
目
的
・
目
標
の

理
解
・
共
有
が
重
要
と
導
か
れ
ま
し
た
。

　

県
協
会
は
表
１
の
研
修
に
関
し
、
科
目

別
の
目
的
・
到
達
目
標
を「
介
護
支
援
専
門

員
資
質
向
上
事
業
の
研
修
別
達
成
目
標
」

と
し
て
並
行
し
作
成
し
ま
し
た
が
、「
実
効

性
の
あ
る
専
門
教
育
」
の
確
立
に
は
個
々

の
研
修
の
目
標
だ
け
で
な
く
、
各
研
修
相

互
の
連
動
性
や
継
続
性
へ
の
着
目
が
大
切

と
の
観
点
か
ら
、
生
涯
学
習
全
体
の
中
で

の「
体
系
的
な
位
置
づ
け
」を
意
識
し
た
研

修
の
組
み
立
て
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
専
門
研
修
は
対
象
者
の
経
験
年
数

に
幅
が
あ
る
た
め
、
受
講
者
が
研
修
の
目

的
・
目
標
を
理
解
し
、
自
ら
の
習
熟
度
や

研
修
で
獲
得
す
べ
き
達
成
度
を
経
験
年
数

の
み
に
よ
ら
ず
に
自
己
評
価
で
き
る
し
く

　
　

―
（Ｎ）
神
奈
川
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
に
よ
る
検
討
報
告
か
ら

表1　介護支援専門員現任者（実務従事者）向け研修一覧
研修名 対象者 目的

実務従事者基礎研修 就業後１年未満
必要な技術・技能を研さんし実務能力
の向上を図る

専門研修課程（Ⅰ）＊ 就業後６カ月以上 一定の実務経験をもとに、必要に応じ
た技術・技能の修得を図り専門性と資
質向上を図る専門研修課程（Ⅱ）＊ 就業後３年以上

主任介護支援専門員研修
５年以上の経験を有
し専門Ⅰ・Ⅱを修了
した者ほか

他の介護支援専門員に対する助言・指
導などケアマネジメントが適切かつ円
滑に提供されるために必要な知識およ
び技術を修得する

※１　 専門研修Ⅰ・Ⅱは、専門員証の有効期限満了日が１年未満の実務経験者であれば記載の経験
期間がなくても受講可（資格更新には両研修の受講が必須。２回目からの更新はⅡのみで可）

※２　資格更新に際しては、これら以外に実務未経験者向けの研修もあり
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み
が
必
要
と
の
提
案
か
ら
、表
２
の「
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
状
で
取
り
組
む
べ
き
点
と
そ

の
到
達
点
を
項
目
ご
と
に
自
己
評
価
し
、

利
用
者
の
個
別
性
を
重
視
し
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
意
識
を
促
す
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ー
ト
は
本
年
度
、
本
会

お
よ
び
横
浜
市
・
川
崎
市
社
協
が
合
同
で

開
催
し
た
専
門
研
修
Ⅱ
に
お
い
て
受
講
者

に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
将
来

的
に
は
資
質
向
上
研
修
全
体
で
使
用
で
き

る
よ
う
、
改
良
し
て
い
く
予
定
で
す
。

専
門
研
修
へ
の
具
体
的
提
案
と
し
て

　

報
告
で
は
、
専
門
研
修
Ⅰ
は
研
修
体
系

上
、
実
務
従
事
者
基
礎
研
修
の
次
に
位
置

SPECIAL

の
理
解
や
チ
ー
ム
ケ
ア
の
重
要
性
等
の
再

確
認
を
受
講
者
本
人
の
経
験
・
実
績
に
応

じ
て
体
験
で
き
る
よ
う
、
演
習
場
面
の
グ

ル
ー
プ
討
議
の
活
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
と
福
祉
施
設
内
で
勤
務
す
る
ケ

ア
マ
ネ
で
は
、
実
務
場
面
で
の
差
異
か
ら

現
在
も
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
研
修
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
双
方
の
ケ
ア
マ
ネ
の

実
情
を
よ
り
考
慮
し
た
、
効
果
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
を
継
続
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
ケ

ア
マ
ネ
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
役
割
を
再
認

識
し
資
質
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
他
機

関
と
も
連
携
の
上
、
よ
り
良
い
研
修
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
人
材
研
修
・
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

す
る
研
修
の
た
め
、「
ケ
ア
マ
ネ
が
身
に

つ
け
る
べ
き
基
礎
的
知
識
の
仕
上
げ
」
と

位
置
づ
け
、「
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
サ
ー

ビ
ス
の
連
携
活
用
」「
地
域
で
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」
等
の
理
解
を
通
じ
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
や
他
の
社
会
資
源
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
）
を
単
体
の
利
用
に
せ
ず
、
連

携
活
用
に
主
眼
を
置
き
、
利
用
者
の
自
立

支
援
を
共
に
行
う
意
義
を
学
ぶ
こ
と
の
重

要
性
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ

ス
や
社
会
資
源
は
既
存
の
も
の
を
活
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
自
ら
が
提
言

し
創
出
す
る
と
い
う
視
点
を
研
修
で
伝
え

る
こ
と
も
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
研
修
Ⅱ
で
は
受
講
者
の
経

験
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
対
人
援
助

者
と
し
て
の
自
己
確
認
を
す
る
反
復
研

修
」
と
位
置
づ
け
て
、
利
用
者
・
家
族
へ

（N）神奈川県介護支援専門員協会
　専門研修部会長　山本 玲子
　（歩

ぽ ぽ

歩居宅介護支援事業所 管理者）

「当事者が考える資質向上研修」
　ケアマネの資質向上のための研修機会は介護保険
制度施行直後と比較すると、専門研修等法定研修だ
けではなく、行政や地域包括支援センターによる公
的機関研修や地域連絡会主催研修、法人や事業所の
独自企画など格段に質量感を増しています。
　ところが受講者である一ケアマネとしてのわが身
を振り返れば、専門職として学ぶべき内容の広さ深
さにその都度襟を正す思いになると同時に、ともす
れば受講することで精一杯！研修から日常に戻ると
目の前の業務に忙殺され、その成果を仕事に着実に
反映させるに至らない…という反省も。
　この部会は、受講当事者であるケアマネ自身が自
らの現況を踏まえた上で、効果的な専門研修の進め
方を討議・検討するという場を与えられた貴重な経
験でした。地域に貢献し、市民の暮らしを支援する
役割を担うケアマネのために実効性ある研修とは何
なのか、引き続き自分たち自身で考え続けることが
大切なことだと思います。

表２  セルフチェックシート（一部抜粋）
自己評価項目（専門職としての知識や技術）

利用者本位のケアマネジメント
の実現にむけて

サービス利用の選択と決定を支援している

いつでも信頼できる相談と対応を行っている

利用者や家族とニーズを共有している

介護保険制度の熟知と運営基準
順守

利用者や家族が介護保険制度のことを理解できる
ように説明できている

実践の過程で運営基準を順守している

利用者に効果的なケアマネジメ
ント展開をしているか

必要に応じてアセスメント内容（利用者や介護者
の生活状況）を変更している

目標達成をモニタリングで確認できている
※１　 このほか「ケアチームの一員としてケアマネジメント参画しているか」「地域ケアシス

テムの構築に向けて」等の９分類、それぞれに２～７の項目あり
※２　 各項目で「Ⅰ＝実践出来ている」「Ⅱ＝実践できているが専門的学習が不足している」

「Ⅲ＝実践できており、経験と専門性をもってスーパーバイズできる」の３段階評
価を行う

図Ａ　ケアマネジメントの質をめぐる現状 図Ｂ　ケアマネジメントの質の向上を目指して

利用者の
ケアマネジャーに対する
漠然とした理解と遠慮

ケアマネジャーの
“それなり”の
サービス展開

利用者の
ケアマネジャーに対する
“それなり”の満足

ケアマネジャーの
質に対する曖昧さ

現行制度の問題

利用者の現状 ケアマネジャーの現状

行き詰まっている
サイクル

利用者の
ケアマネジャーに対する
高い満足と協調関係

利用者の
ケアマネジャーに対する
明確な理解と素直さ

利用者の目標 ケアマネジャーの目標

ケアマネジャーの
　専門性と人間力による

サービス展開

ケアマネジャーの
質に対する明確な意識

質が向上する
サイクル

普及啓発
に よ る
「ケアマ
ネジメン
トに参加
する力」
の向上

実効性
のある
専門教
育

制度の改善

報酬・業務内容の改善

質の可視化客観的評価の実施
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平
成
十
八
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
高
齢

者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
、
虐
待

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
市
町
村
に
通

報
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
厚
労
省
の
平
成
二
十
二
年
度
調
査

に
よ
る
と
、
高
齢
者
虐
待
の
相
談
件
数

は
増
加
し
て
お
り
、
本
県
に
つ
い
て
も

同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
発
生
の
背
景
に
は
、
介
護
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
、
高
齢
の
方
の
認
知
症
に

よ
る
言
動
の
混
乱
や
身
体
的
自
立
度
の

低
下
等
の
ほ
か
、
介
護
に
対
す
る
周
囲

の
無
関
心
や
、希
薄
な
近
隣
関
係
な
ど
、

孤
立
し
や
す
い
社
会
の
現
状
も
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
い
る
こ
と
や
、
生
命
や
身
体
に
危

険
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

い
段
階
で
第
三
者
が
介
入
す
る
な
ど
、

虐
待
の
悪
循
環
を
止
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

▼
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
課
題

　

前
述
の
厚
労
省
調
査
で
は
、
市
町
村

に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
防
止
対
応
の
た

め
の
体
制
整
備
等
に
つ
い
て
、「
対
応

迅
速
か
つ
適
切
な
高
齢
者
虐
待

対
応
に
向
け
て
―
横
浜
弁
護
士
会

「
自
治
体
高
齢
者
虐
待
防
止
対
応
ア
ン

ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら

窓
口
の
住
民
へ
の
周
知
」が
八
二
・
八
％

の
市
町
村
で
実
施
済
み
で
あ
る
一
方
、

「
独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
」「
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
等
の
実
施
率

が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
横
浜

弁
護
士
会
の
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
委
員
会
（
委
員
長
：
内
嶋

順
一
弁
護
士
）」
は
平
成
二
十
二
年
六

月
、
政
令
市
を
除
く
市
町
村
を
対
象
に

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
回
答
数
二

十
六
、
回
答
率
八
六
・
七
％
）

▼
弁
護
士
か
ら
み
た
虐
待
対
応
の
課
題

　

調
査
の
結
果
、
市
町
村
の
担
当
職
員

数
に
つ
い
て
「
不
足
」「
や
や
不
足
」

と
の
回
答
が
過
半
数
を
超
え
る
こ
と

（
十
七
カ
所
、
六
五
・
四
％
）、
外
部
機

関
・
団
体
と
連
携
し
て
高
齢
者
虐
待
対

応
を
行
っ
た
経
験
の
な
い
市
町
村
が
あ

る
こ
と
（
三
カ
所
）、
ケ
ー
ス
会
議
に

専
門
家
等
の
参
加
を
求
め
る
た
め
の
経

費
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
が

大
半
を
占
め
る
こ
と
（
二
十
一
カ
所
、

八
〇
・
八
％
）な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
行
政
の
抱
え
る
虐
待
対
応
の

困
難
さ
と
し
て
、
介
入
の
判
断
の
見
極

め
や
ケ
ー
ス
会
議
運
営
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
り
、
同
委
員
会
は
「
実
質
的

な
支
援
体
制
や
、
必
要
な
専
門
家
の
助

言
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
適
切
な
虐

待
対
応
が
図
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」「
対
応
経
験
の
少
な

い
管
理
職
や
担
当
職
員
も
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
自
治
体
と
し
て
の
研
修

体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
を
受
け
る
高
齢
者
の
保

護
と
し
て
、
虐
待
者
か
ら
の
分
離
を
図

る
た
め
の
入
所
先
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
）
の
確
保
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
で
、相
談
を
受
け
た
都
度
、

空
室
等
の
確
認
を
し
て
い
る
状
況
が
う

か
が
え
ま
し
た
。調
査
の
回
答
で
は「
介

護
を
必
要
と
し
な
い（
自
立
度
の
高
い
）

高
齢
者
が
虐
待
を
受
け
た
場
合
、
一
時

保
護
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
」

と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、「
分
離
が
必
要
な

場
面
で
も
、
保
護
す
る
た
め
の
入
所
先

等
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
や
む
を

得
ず
事
態
の
推
移
を
見
守
る
し
か
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
、
各
市
町
村
の

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
状
況
に
つ

い
て
、
検
証
の
必
要
が
あ
る
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

 

▼
高
齢
者
・
介
護
者
を
支
え
る
た
め
に

　

高
齢
の
方
や
介
護
に
携
わ
る
方
が
、

地
域
の
支
え
合
い
や
制
度
を
利
用
し
な

が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
け
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
が
急
務
で
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、
高
齢
の
方
・
障
害

の
あ
る
方
の
法
律
相
談
に
対
応
す
る
ほ

か
、
本
会
「
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談

セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
あ
し
す
と
）」
で

も
同
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
横
浜
弁
護
士
会
「
み
ま
も
り
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

☎
045
―
211
―
７
７
２
０
（
申
込
受
付
）

◆
か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
045
―
312
―
４
８
１
８

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

市町村における高齢者虐待防止対応のための
体制整備等について取り組みが少ない項目
（平成22年度厚労省調査結果から本会作成）
▶ 行政機関・法律関係者・医療機関等からなる
「関係機関介入支援ネットワーク」構築
▶ 介護保険サービス事業者等からなる「保健医
療福祉サービス介入支援ネットワーク」構築
▶ 警察署長への援助要請等に関する警察署担
当者との協議

▶ 独自の高齢者虐待対応のマニュアル、業務
指針、対応フロー図等の作成

▶ 老人福祉法による措置に必要な居室確保の
ための関係機関との調整
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福祉福祉ののうごきうごき
2012年1月1日～1月30日

M
ovem

ent of w
elfare

● 児童養護施設の子どもの自立支援に向けて
専属職員配置（東京都）

　　 　東京都は１月20日、来年度予算で新たに、児童
養護施設を退所した子どもの自立を支援する専任
職員を配置する「自立支援強化事業」の開始を発
表した。児童養護施設に専従職員を配置し、退所
した子どもへの定期的な訪問や電話相談を行うほ
か、入所中の子どもの社会的自立に向けたケアも
担う予定。

　　 　昨年、都が行ったアンケートから、社会に出た
直後の子どもの多くが孤独感・孤立感をもってい
たり、正規雇用の割合が15～24歳の平均より低い
等の状況が浮き彫りになっており、それを受けて、
都は対応策を検討していた。

● 県指定ＮＰＯ法人制度開始へ
　　 　本県では、本年２月より「ＮＰＯ法人に対する

寄附促進の仕組みに関する条例」が施行され、県指
定ＮＰＯ法人制度が始まる。これに先駆けて県は、
１月13日より説明会を開催し、会議資料を公表した。

　　 　ＮＰＯ法人は県内に約3,000あるが、小規模の
法人が多く、活動基盤の脆弱さなど課題が明らか
になっていた。そこで県は、指定ＮＰＯ法人に寄
附した場合、寄附金の１割を個人住民税から控除
する独自のしくみづくりを進めていた。

● 処遇改善特別加算 創設へ
　　 　１月13日、厚労省が示した「平成24年度障害福

祉サービス等報酬改定の基本方針（案）」で、新た
に、福祉・介護人材の処遇改善事業助成金を現在
取得していない事業所を想定した特別加算（福祉・
介護職員の賃金月額0.5万円相当分）の創設が盛
り込まれた。介護保険サービス事業所に比べ、障
害福祉サービス事業所等の交付金申請率が低くと
どまっていること等を踏まえ、加算要件を緩和し、
福祉・介護職員の処遇改善をより一層推し進める
ことがねらい。

一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

事
例
発
表
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
若

者
が
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
仲

間
と
共
に
地
域
の
課
題
や
社
会
的
課
題

に
向
き
合
う
取
り
組
み
と
し
て
、
（N）
月

一
の
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
運
営

や
、
（N）
子
ど
も
と
生
活
文
化
協
会
の
小

学
校
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
カ
フ
ェ
を
今
後
、
高
齢
者
や
子
ど

も
連
れ
の
方
の
交
流
の
場
に
し
た
い
」

「
人
と
接
す
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
け

れ
ど
、次
第
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
」な
ど
、

地
域
課
題
と
自
ら
の
活
動
の
つ
な
が
り

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
教
え
た
り
伝

え
た
り
す
る
経
験
が
力
に
な
っ
た
と
、

参
加
し
た
若
者
は
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

と
も
す
る
と
、
経
済
的
自
立
ば
か
り

が
注
目
さ
れ
が
ち
な
青
少
年
の
自
立
に

つ
い
て
、「
社
会
と
向
き
合
い
、
参
加

す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
も
自
立
へ
の
重

要
な
一
歩
」
と
の
投
げ
か
け
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

◆ 

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
課

　

☎
045
―
263
―
４
４
６
７
（
事
務
室
）

　

☎
045
―
242
―
８
２
０
１
（
相
談
専
用
）

　

℻  
045
―
242
―
８
１
９
０

　

 

URL http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/
site/f100332/

※
関
連
行
事
の
開
催
予
定
を
11
面
に
掲
載

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
「
家
の

外
に
出
る
の
が
つ
ら
い
」
な
ど
、
孤
立

し
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
子
ど
も
や
若

者
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
、
相
談
事
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
一
月
二
十
五
日
、
同
セ
ン
タ
ー

は
「
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
新
し
い
働

き
方
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
横
浜

市
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
事

例
発
表
や
学
識
者
の
研
究
報
告
、
個
別

相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
社
会
的

課
題
と
向
き
合
う
―
ひ
き
こ
も
り
等

青
少
年
自
立
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

インフォメーション

体も心もぽっかぽか！
 親子で体を使った室内遊び　

　２月は１年の中でも一番寒い月と言われ、部屋の
暖房が欠かせない日々が続きます。しかし、今年の冬
は節電が呼びかけられ、暖房機器の設定温度を下げ
ることを心がけている家庭も多いでしょう。そこで
今回、冬の節電対策としておすすめしたいのが親子
で体を使った室内遊び。軽い運動になる上、スキン
シップも楽しめるので、体も心も温まります。

❖ 声を掛け合って触れ合いながらが楽しい！

　親子で体を使った室内遊びは、子どもと声を掛け合い
ながら、肌と肌を触れ合いながら楽しむのが大切です。
ままとんきっず著の「パパとママが赤ちゃんに遊んでも
らう本」「パパとママがちっちゃな子どもに遊んでもら
う本」は、赤ちゃんとどのように遊んだらいいのか分か
らないという声に対し、子育ての経験を通して得た遊び、
声掛けやスキンシップを中心とした遊びを約300種類掲
載しています。今回はその中から３つ紹介します。

◆おふねはギッチラコ

　１歳ぐらいから遊べます。赤ちゃんと手をつないで座
り、舟をこぐように「ギッチラコ♪ギッチラコ♪」と歌
のリズムに合わせて、体を交互に倒したり起こしたりし
ましょう。親のシェイプアップにもなります。

◆木のぼり

　２歳ぐらいから遊べます。親の体を木に見立て、子ど
もと手をしっかりとつないでのぼらせましょう。うまく
いかない場合は親が膝を少し曲げると、のぼりやすくな
ります。そして最後に一回転！子どもの手がねじれない
ように注意しながら着地させます。
　親子で体を動かして遊ぶと、室温が低めの部屋でも少
し汗ばんでくるでしょう。子どもの様子を見ながら、遊
び方を工夫してバリエーションを広げるのも楽しく、笑
顔がますますあふれます。室内は片付けてケガをしない
ように気をつけましょう。

　1993年、子育て中のお母さんが集まり、子育てタウン情報誌
「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相談、親子
が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活動を
展開。情報誌・単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外で
も翻訳出版。最新刊『子育てしながら輝いて生きる─０～６歳
育児を楽しくするママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府
「チャイルド・ユースサポート章」を受賞。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－43
　　　　 TEL／FAX　044－945－8662
　　　　 URL　http：//www.mamaton.jpn.org/

今月は ⇨ NPO法人
 ままとんきっず　がお伝えします!

◆山のぼり
　１歳半くらいから遊べ
ます。親が四つんばいに
なり、子どもがのぼりや
すいように体の高さを調
節しながらのぼらせま
す。「よいしょ！よい
しょ！」「がんばれ！」

「もう少し！」などと声掛けしましょう。周りに布団な
どを敷いておくと安心です。

■「パパとママが赤ちゃん
に遊んでもらう本」
（左）、「パパとママが
ちっちゃな子どもに遊
んでもらう本」（右）／
ままとんきっず著（メイ
ツ出版）



福祉最前線

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。
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神奈川県医療福祉施設協同組合
　　理事長　田中　達三
　県内の福祉医療病院（診療所）の福祉医
療活動の促進と経営の安定を図るための活
動を行っています。
〈連 絡 先〉 横浜市神奈川区沢渡４－２
　　　　  ☎045－311－8739（事務局）　FAX 045－316－5860
　　　　  E-mail　info＠iryoukyou.or.jp
　　　　  URL　http://www.iryoukyou.or.jp/

PROFILE

医療協創立50年の歩みと今後に向けて
　神奈川県医療福祉施設協同組合（略称：医療協）は、
社会福祉法に定める「生計困難者のために無料又は低額
の料金で診療を行う事業」（無料低額診療事業）を実施
する法人と、生活保護法に定める医療保護施設を設置す
る法人および日本赤十字社神奈川県支部など18法人が、
共通の目的である福祉医療を協同の力で推進するため昭
和36年に設立し、今年度創立50周年を迎えました。

▶無料低額診療事業とは…
　生活保護法による保護を受けている方および生計困難
な方が経済的・社会的な理由によって必要な医療を受け
る機会を制限されることのないよう、無料または低額な
料金で診療を行うものです。医療の提供に併せて福祉専
門職員である「医療ソーシャルワーカー」が支援を必要
とする方々の医療上・生活上の相談に応じたり、地域の
福祉資源を活用するなど包括的支援を行っています。
　また、福祉と医療との緊密な連携として福祉医療病院
の機能を活用した種々の社会福祉施設を設置し、医療と
密着した施設運営にあたるほか、在宅医療者への医療と
福祉的支援を図るため在宅福祉事業もそれぞれの地域で

展開しております。現在、医療協を組織している法人等
が経営している福祉医療施設は24病院・２診療所です。

▶無料低額診療事業を行う施設がおかれている
　厳しい状況と今後に向けて
　今日の福祉医療の環境は医療従事者の偏在と不足、診
療報酬の抑制など厳しい状況にあります。一方、高齢化
の進行、混迷している社会情勢の中での新たな生活困窮
者の増加など、高齢者福祉や福祉医療、そして社会福祉
事業全体で援護を要する人々が増えています。このよう
な福祉の現場に対応した国等の施策がきめ細かく推進さ
れなければなりません。
　医療協は今まで以上に団結を図り、「公」の理念に徹し、
福祉医療施設が果たすべき役割について検証を重ね、福
祉医療の在り方を絶えず追求し、医療分野での最後の
セーフティーネットである無料低額診療事業を維持・発
展させることに努めてまいります。これからも諸般の社
会福祉事業と協同して地元自治体や地域住民に評価され
るよう尽くしてまいります。
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福
祉
施
設
は
社
協
組
織
の
基
本
的
構
成
員

　

都
道
府
県
社
協
は
、
社
会
福
祉
法
で
、
都
道
府
県

の
区
域
内
に
お
い
て
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
団
体
で
、
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の

養
成
研
修
、
社
会
福
祉
事
業
経
営
に
関
す
る
指
導
お

よ
び
助
言
な
ど
を
行
う
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
会
も
昭
和
二
十
六
年
の
設
立
当
初
か
ら
、
民
生

委
員
部
会
・
地
域
部
会
と
と
も
に
、
施
設
部
会
が
設

置
さ
れ
、
社
会
福
祉
施
設
関
係
者
が
会
員
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
施
設
部
会
は
、
児
童
福
祉
事
業
・
経
済

保
護
事
業
・
医
療
保
護
事
業
・
生
活
保
護
事
業
・
保

育
所
・
団
体
の
六
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
団
体
分
科
会
は
、
昭
和
二
十
八

年
度
に
は
施
設
部
会
か
ら
独
立
し
「
団
体
部
会
」
と

な
り
、現
在
は「
経
営
者
部
会
」と
改
称
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
部
会
の
分
科
会
は
、
そ
の
後
、
協
議
会
と
名

称
を
変
え
、
現
在
で
は
十
の
種
別
ご
と
の
協
議
会
に

分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種

別
の
施
設
関
係
者
が
集
い
、
協
議
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
を
行
っ
た
り
、
自
主
的
な
研
修
を
企
画
し
、
実

金
制
度
確
立
に
関
す
る
研
究
」、施
設
部
会
で
の
「
定

期
昇
給
研
究
委
員
会
」、
老
人
福
祉
分
科
会
「
寮
母

お
よ
び
調
理
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
調
査
」な
ど
、

古
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
後
も
時
代
ご
と
に
見

直
さ
れ
て
き
た
課
題
で
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
や
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、大
き
な
研
究
課
題
の
一
つ
で
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
、
団
体
部
会
に
「
社
会
福
祉
施

設
と
地
域
福
祉
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
」を
設
置
し
、

施
設
と
地
域
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
集
会

室
・
講
堂
・
運
動
場
な
ど
の
施
設
設
備
を
提
供
す
る

こ
と
や
、
福
祉
専
門
職
と
し
て
の
職
員
の
専
門
知
識

を
地
域
住
民
に
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る

と
い
う
研
究
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
（
分
科
会
）
の
研
修
テ
ー
マ
か
ら
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
抱
え
る
課
題
の
多
様
性
も
見

て
と
れ
ま
す
。
母
子
寮
分
科
会
（
現
在
の
母
子
生
活

支
援
施
設
協
議
会
）
で
は
、
平
成
九
年
度
に
「
外
国

施
し
て
き
ま
し
た
。

課
題
に
応
じ
た
研
究
協
議
や
研
修

　

施
設
部
会
や
各
協
議
会
（
分
科
会
）
で
取
り
組
ま

れ
て
き
た
研
究
や
研
修
テ
ー
マ
な
ど
を
追
っ
て
み
る

と
、福
祉
施
設
を
取
り
巻
く
状
況
が
見
え
て
き
ま
す
。

処
遇
改
善
や
人
材
確
保
に
係
る
テ
ー
マ
は
、
団
体
部

会
で
の
「
民
間
社
会
福
祉
事
業
施
設
従
事
者
の
退
職

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
お
い
て
も
、
現
在
の
社
会
福
祉
法
に
よ
る
規
定
に
お

い
て
も
、
一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
公
私
の
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
が
会
員
と
し
て
参
加
し
て
組

織
さ
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
施
設
関
係
者

に
よ
る
部
会
・
協
議
会
活
動
な
ど
を
振
り
返
り
、
今
後
の
本
会
に
お
け
る
社
会
福
祉
施
設
の
活
動

の
方
向
性
を
探
り
ま
す
。

【
第
十
一
回
】
社
会
福
祉
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

 

―
社
会
福
祉
施
設
と
の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
ー

昭和34年に藤沢市で行われた「児童福祉ソフト
ボール大会」の熱戦の様子。市内の児童福祉
施設や家庭で生活する子ども、同施設や社協
職員、地域住民ら計200名を超える参加があり
ました （出典）福祉タイムズ87号・昭和34年7月

福
祉
社
会
を
ひ
ら
く
〜
県
社
協
60
年

◆設立当初（Ｓ26）

◆現在（Ｈ23）

施設部会

施設部会

第一分科会（児童福祉事業）

児童福祉施設協議会

第四分科会（生活保護事業）

老人福祉施設協議会

更生福祉施設協議会

第二分科会（経済保護事業）

母子生活支援施設協議会

第五分科会（保育所）

障害福祉施設協議会

地域生活施設協議会

第三分科会（医療保護事業）

保育協議会

福祉医療施設協議会

第六分科会（団体）

社会就労センター協議会

介護老人保健施設協議会
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ブ
ッ
ク
〜
ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設
の
手
引
き
〜
」を
発
行
、

平
成
八
年
度
に
は
対
応
の
仕
方
や
経
営
の
ヒ
ン
ト
を

ま
と
め
た
事
例
集
「
時
代
の
要
請
に
応
え
た
施
設
経

営
を
目
指
し
て
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
度
か
ら
は
、
県
社
協
が
委
嘱
し
た
社
会

福
祉
法
人
会
計
に
精
通
し
た
公
認
会
計
士
に
よ
る
会

計
業
務
を
中
心
と
し
た「
自
主
監
査
事
業
」を
開
始
。

平
成
十
二
年
度
に
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
事
業
」
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
る
な
ど
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、事
業
者
自
ら
の「
自

己
評
価
」
や
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
も

　

誰
も
が
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
暮
ら
し
を
実

現
し
て
い
く
に
は
、
高
齢
・
疾
病
・
障
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
困
難
が
伴
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
福
祉
施
設
は
、
そ
う
し
た
困
難
の

あ
る
方
々
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
提
供
す
る
こ
と

で
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
加
え
、
地

域
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
活
動
の
支
援
や
、
地
域
住

民
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
、経
営
者
部
会
を
中
心
に
、

福
祉
施
設
が
で
き
る
こ
と
を
研
究
し
始
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
部
会
・
協
議
会
活
動
に
お
い
て
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
福

祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

夫
も
重
ね
、
今
年
度
、
第
十
回
記
念
大
会
を
実
施
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

福
祉
施
設
等
経
営
指
導
事
業

　

福
祉
施
設
の
経
営
に
関
し
て
は
、
昭
和
六
十
一
年

よ
り
経
営
者
部
会
に
「
民
間
社
会
福
祉
施
設
運
営
相

談
室
」
を
設
置
し
、
弁
護
士
・
税
理
士
に
よ
る
指
導

援
助
体
制
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
発
足
当
初
は
、

二
名
の
経
営
指
導
員
を
置
い
て
相
談
に
応
じ
た
ほ

か
、
施
設
経
営
法
人
お
よ
び
福
祉
施
設
の
状
況
を
把

握
し
、
今
後
の
相
談
に
役
立
て
る
た
め
「
福
祉
施
設

経
営
指
導
（
相
談
）
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
度
に
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設
に
関
す
る

相
談
の
増
加
に
応
え
る
た
め
、
そ
の
制
度
の
概
要
・

事
業
の
進
め
方
等
を
ま
と
め
た
「
施
設
経
営
ガ
イ
ド

人
女
性
の
離
婚
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
支
援
活

動
を
行
う
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
保
育
協
議
会
で
も
、職
員
を
対
象
に
、

「
発
達
障
害
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
も
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
福
祉
施
設
を
利
用
す
る
外
国
籍
の
方
や

発
達
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題

を
抱
え
る
方
々
へ
の
支
援
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
に
は
、
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
で
、

本
県
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
取
り
組
み
を
広
く
発
信

し
、
人
材
の
育
成
・
確
保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
施
設
に
お
け
る
日
々
の
実
践
成
果
や
研
究
活

動
を
発
表
す
る
「
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
」
を
、
発

表
五
十
三
題
、参
加
者
約
五
百
人
で
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
の
発
表
、
就
職
相
談
会
の
統
合
、
最

新
の
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
用
品
等
の
情
報
収
集
と
大
会

運
営
費
の
確
保
を
兼
ね
た
協
賛
企
業
の
募
集
等
の
工

経営者部会・施設部会等における研究や研修テーマ
の変遷（平成元年以降、特徴的なものを抜粋）
年度 主な内容・研修テーマ

Ｈ元 ・ 処遇困難ケースに関する実態把握と資料化（児童福祉施設・
心身障害者福祉施設）

Ｈ２ ・福祉人材バンク検討会

Ｈ３ ・どうなる宮沢政治と国際情勢

Ｈ４ ・福祉施設の運営・経営の近代化・効率化・安定化

Ｈ５ ・社会福祉施設におけるモデル就業規則

Ｈ６ ・社会福祉施設給与制度検討委員会
・福祉施設人事考課マニュアルの作成

Ｈ７ ・施設整備の公的補助等検討委員会
・公的介護保険制度をめぐる状況について

Ｈ８ ・福祉施設新時代～措置の時代から介護保険の時代の経営へ
・病原性大腸菌「Ｏ－157」等の予防について

Ｈ９ ・ 厚生省「社会福祉事業のあり方に関する検討会」からの報告
・社会福祉事業の構造改革と民間企業の福祉経営戦略

Ｈ10 ・ 県民振費の見直しに対する経営者部会・施設部会の意見に
ついて

Ｈ11 ・心をつかむ～顧客満足の視点と評価のポイント

Ｈ12 ・権利擁護とは何か

Ｈ13 ・人事考課制度の構築・導入～定着に向けて

Ｈ14 ・「施設における事故への対応」について調査・報告

Ｈ15 ・社会福祉法人が行う地域貢献に向けた実践事例調査

Ｈ16 ・今、社会福祉法人・施設がなすべき個人情報保護対応

Ｈ17 ・規制緩和における社会福祉法人のあり方

Ｈ18 ・障害者自立支援法に関わる県への要望情報交換会
・法人運営の透明性と経営改善について

Ｈ19 ・ 社会福祉の基盤整備にむけて～法人経営の合併・事業譲渡、
法人間連携は進むのか

Ｈ20 ・介護分野における人材不足に関わる意識調査研究

Ｈ21 ・新型インフルエンザ第２段階流行期と社会福祉施設の対策

Ｈ22 ・社会福祉施設における利用者への権利侵害をなくすために
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青
木
紀
美
子
審
査
委
員
長
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横

浜
放
送
局
放
送
部
長
）
か
ら
は
、「
東
日

本
大
震
災
と
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
受
け
、
幸
せ
や
豊
か
さ
、
人
と
人
の
絆

の
意
味
が
問
わ
れ
る
い
ま
、
入
選
作
品
に

限
ら
ず
、
寄
せ
ら
れ
た
作
品
、
つ
づ
ら
れ

た
言
葉
に
は
一
層
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
子
ど
も
た
ち
自
身
の

成
長
の
糧
と
も
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
」

と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
の
一
部
を
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
県
外

の
小
学
校
か
ら
「
総
合
教
育
の
教
材
と
し

て
生
徒
に
配
付
し
た
い
」、
あ
る
ラ
ジ
オ

局
か
ら
は「
番
組
で
朗
読
さ
せ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
一
般
の
方
々
も
含
め
、
う
れ
し
い

反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
本
会
会
長
賞（
小
学
生
の
部
）

を
受
賞
し
た
新
井
佑
里
恵
さ
ん
の
作
文
を

紹
介
し
ま
す
。

 

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

　

去
る
一
月
二
十
一
日
に
、

第
三
十
五
回
神
奈
川
県
福
祉

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
共
催
＝

県
共
同
募
金
会
、後
援
＝
県
、

県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
、
神
奈

川
新
聞
社
、テ
レ
ビ
神
奈
川
、

日
揮
社
会
福
祉
財
団
）
の
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど

も
た
ち
に
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
」

に
つ
い
て
考
え
、
学
校
で
の
生
活
や
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、「
思
い
や
り
」
や
「
助

け
合
い
」
の
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
県
内
の

小
・
中
学
校
併
せ
て
二
百
四
十
六
校
か
ら

九
千
八
百
八
十
五
編
の
応
募
が
あ
り
、
地

区
審
査
か
ら
県
一
次
審
査
、
県
最
終
審
査

会
を
経
て
、
優
秀
賞
十
六
編
、
準
優
秀
賞

二
十
編
、
佳
作
二
十
編
、
合
計
五
十
六
編

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 自

ら
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と
を
作
文
で
伝
え
る

　
〜
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催

優
秀
賞　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

　
　
　

み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い

 

厚
木
市
立
上
荻
野
小
学
校　

六
年　

新
井　

佑
里
恵

　

私
の
兄
は
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
大
き
い
声
を
出
し
た
り
し
ま
す
。
言
葉

は
あ
ま
り
上
手
に
話
せ
ま
せ
ん
。
で
も
兄
は
相
手
が
話
し
て
い
る
内
容
は
き
ち
ん
と

理
解
し
て
い
ま
す
。
兄
の
性
格
は
き
ち
ょ
う
面
で
、
家
の
中
で
物
が
落
ち
て
い
る
と

す
ぐ
に
片
づ
け
た
り
、
ド
ア
が
開
い
て
い
た
り
す
る
と
必
ず
閉
め
て
い
ま
す
。
最
近

は
す
ご
く
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
気
が
付
く
と
お
は
し
や
お
皿
を
き
ち
ん
と
並

べ
て
い
ま
す
。
私
が
高
い
所
へ
上
ろ
う
と
す
る
と
手
を
引
っ
ぱ
っ
て
下
ろ
そ
う
と
し

た
り
、わ
ざ
と
反
対
方
向
に
行
く
と
「
こ
っ
ち
だ
よ
。」
と
手
を
引
い
て
く
れ
た
り
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
私
を
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
菓
子
を
食
べ
る
時
も
必
ず
私
の

分
も
持
っ
て
き
て
く
れ
る
優
し
い
兄
で
す
。

　

私
は
兄
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
障
が
い
の
あ
る
人
と
出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

多
動
な
子
や
す
ぐ
に
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
子
、車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
る
子
、

お
話
が
上
手
な
子
、
全
然
し
ゃ
べ
ら
れ
な
い
子
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
子
が
い
て
一

人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
子
た
ち
と
接
し
て
い
て
感
じ
た
事
は
、
私
た

ち
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
本
の
情
報
だ
け
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
に
対
し
て
み
ん
な
同
じ
よ
う

な
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
違
う
の
に
、

最
初
に
見
た
子
の
印
象
で
障
が
い
の
あ
る
子
は
み
ん
な
そ
う
い
う
子
な
ん
だ
と
決
め

つ
け
て
欲
し
く
な
い
で
す
。

　

私
は
小
さ
い
時
か
ら
障
が
い
の
あ
る
子
た
ち
と
接
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
大
き
い
声
を
出
し
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
り
し
て
い
る
子
が
い
て

も
、
日
常
的
に
見
て
い
る
か
ら
か
特
に
何
も
感
じ
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
外
出
先
な
ど
で

兄
が
大
き
い
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
時
、
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
何
か
小
さ
い
声
で

ひ
そ
ひ
そ
話
を
さ
れ
る
と
、
す
ご
く
い
や
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
て
い
る
子
を
見
て
「
あ
っ
、
障
が
い
者
だ
。」
な
ど
と
、
障
が
い
の
あ
る
子
に

差
別
す
る
よ
う
な
発
言
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
人
に
障
が
い
の
事
を

少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い
、そ
の
考
え
方
や
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
で
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
い
う
一
節
が
あ

り
ま
し
た
。

　

障
が
い
を
一
つ
の
個
性
と
し
て
お
互
い
が
認
め
あ
い
、
障
が
い
の
あ
る
子
も
障
が

い
の
な
い
子
も
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
な
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

県知事賞「彼女の言葉」を手話で
朗読する中川恵美さん（県立平塚
ろう学校中学部）。小学生の部は
「手をとりあってつくる社会に」を
内田有咲さん（横浜市立都筑小学
校）が受賞し朗読

表彰の様子。写真は優秀賞（中学
生の部）で、本会会長賞「福祉に
ついて」を受賞した奈良﨑実明さ
ん（葉山町立葉山中学校）
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東京都港区高輪 2 －19－17－808
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第23回アディクション・セミナー
in YOKOHAMAのご案内
　「やめられる！やりなおせる！」を
テーマに、依存症やアディクション
（良くないと分かっているのにやめ
られない悪習慣）について、本人・家
族、自助グループ等が語り合います。
◇ 日時＝３月４日（日）午前10時～午
後４時30分
◇会場＝男女共同参画センター横浜
◇ 対象＝依存に悩む方や家族、支援
者、その他関心のある方
◇参加費＝1200円※事前申込不要
◇ 問合先＝アディクション・セミ
ナー実行委員会事務局
　☎045－641－0280
　 E-mail as_yokohama21＠softbank.
ne.jp

課題発信シンポジウム「自立の
難しさを抱えた子どもたちの
‘いま’」のご案内
◇ 日時＝３月９日（金）午後２時～午
後５時（午後１時30分受付開始）
◇ 会場＝県社会福祉会館４階 第１・
２研修室
◇ 対象＝子どもや青年の自立支援に
関わる方、その他関心のある方
◇ 問合先＝本会企画調整・情報提供
担当
　 ☎045－311－1423 
　℻  045－312－6302
　E-mail kikaku＠knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp

神奈川社会参加映像フォーラム
のご案内
　不登校やひきこもりの青少年と自
己表現をテーマに、親と子のコミュ

ニケーションについての講演や、支
援団体の活動紹介映像の上映・講話
を行います。（関連記事５面）
◇ 日時＝３月17日（土）午後１時30分
～午後４時30分
◇ 会場＝県立青少年センター別館２
階 NPO活動室１
◇対象＝関心のある方
◇定員＝80名（先着順）
◇申込締切＝３月10日（土）
◇ 問合先＝（Ｎ）湘南市民メディア
ネットワーク
　☎／℻  0466－62－2288
　E-mail info＠scmn.info

認知症介護フォーラム in 小田原
「東海地震に備え地域で認知症
の方をどう支えるか」のご案内
　聖マリアンナ医科大学特別顧問の
長谷川和夫氏による基調講演のほ
か、被災地で行われた支援活動の報
告等から、「災害発生時、地域の中
で何をするべきか」を考えます。
◇ 日時＝３月17日（土）午前10時40分
～午後４時（午前10時会場）

◇ 会場＝小田原市生涯学習センター
けやき

◇対象＝関心のある方
◇定員＝500名（先着順）
◇申込締切＝３月７日（水）
◇ 申込方法＝氏名・連絡先を明記の
上、ファクスまたは電話

◇問合先＝小田原市高齢介護課
　 ☎0465－33－1825
　℻  0465－33－1838

寄附金品ありがとうございました
〈一般寄附金〉日本農産工業（株）
〈交通遺児援護基金〉神奈川県石油
業協同組合
〈子ども福祉基金〉佐藤和成
〈ともしび基金〉県立上矢部高等学
校、第二常盤湯、（財）積善会 曽我
病院、日本農産工業（株）、（株）ガリ
バーインターナショナル16号横須賀
中央店 （合計666,760円）
〈寄附物品〉湘南弦楽合奏団、あい
おいニッセイ同和損害保険（株）ＭＳ
＆ＡＤゆにぞんスマイルクラブ、東
亜建設工業（株）、神奈川県定年問題
研究会、ソニー・エルエスアイ・デ
ザイン（株）、大妻同窓会神奈川
   　（いずれも順不同、敬称略）

神
奈
川
県
教
職
員
組
合

よ
り
、
と
も
し
び
基
金
へ

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
加

藤
執
行
委
員
長
（
右
）

へ
感
謝
状
を
贈
呈

（社）
神
奈
川
県
畜
産
振
興

会
よ
り
、
交
通
遺
児
援

護
基
金
へ
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
、
小
島
専
務
理
事

（
右
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈

日
本
農
産
工
業
㈱
よ
り
、

と
も
し
び
基
金
と
一
般
寄

附
金
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
感
謝
状
を
贈
呈
。

写
真
は
総
務
人
事
部
の

友
森
様
（
右
）
と
小
田

切
様
（
中
央
）

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
（株）
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ゆ

に
ぞ
ん
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

よ
り
母
子
生
活
支
援
施

設
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
、下
崎
常
務

執
行
役
員（
左
）、三
上
様

（
右
）へ
感
謝
状
を
贈
呈
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発
行
日　

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）２
月
15
日　

毎
月
１
回
15
日
発
行　
　

発
行
所　

〒
221

－

０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
045

－

311

－

１
４
２
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
045

－

312

－

６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

kikaku@
knsyk.jp

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

防火管理者の皆様へ 消防用設備等点検時には無償で点検推進指導員を派遣し
防火管理者の立会を支援いたします。

（財）神奈川県消防設備安全協会
 ☎　０４５－２０１－１９０８

「図上演習」は、表のように２つに分けられます。上段の「イメ
ージトレーニング型」は、災害のイメージを描けるようになるこ
とが目的で、一人で自習するもの、グループで討議しながら行う
ものがあります。いずれも災害をイメージすることによって被害
の軽減や準備に結びつけることが期待されます。
　下段の「対応型」は、実際の災害時と同様に時間制限を設ける
中で、情報収集や意思決定のツボを習得することが目的の演習で
す。与えられた状況に対して災害時の役割を模擬的に経験するこ
とによって対応能力の強化が期待されます。（次号に続く）

図上演習のすすめ②
（執筆）神奈川県温泉地学研究所　杉原英和次長

消防用設備の
安心を保障します

広
告

かながわ
情報Hot

住
み
慣
れ
た
「
ま
ち
」
で

 

生
き
生
き
！
安
心
！
こ
れ
か
ら
も
…

（福）
三
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
三
浦
市

は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚

な
観
光
地
で
す
。
第
一
次
産
業
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
遠
洋
マ
グ
ロ
の
基
地
と

し
て
も
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

人
口
は
約
四
万
八
千
人
、
高
齢
化
率
は

約
二
九
％
、
県
下
で
も
少
子
高
齢
化
が

進
ん
だ
「
ま
ち
」
で
す
。

目
の
前
の
困
り
ご
と
を
見
逃
さ
な
い

　

三
浦
市
社
協
（
以
下
、「
市
社
協
」）

で
は
、
昭
和
五
十
一
年
の
法
人
化
を
契

機
に
事
業
型
社
協
と
し
て
の
歩
み
を
進

め
、
介
護
保
険
事
業
や
障
害
者
自
立
支

援
法
に
よ
る
事
業
を
展
開
し
、「
目
の

前
の
困
り
ご
と
を
見
逃
さ
な
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
連
の
事
業
を
実
践
す

る
中
で
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
々

に
と
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
競

争
や
契
約
と
い
う
し
く
み
だ
け
で
は
、

本
人
の
「
自
立
し
た
生
活
」
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
支
援
が
、
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
や
成
年
後
見
制
度

に
代
表
さ
れ
る
、権
利
擁
護
事
業
で
す
。

市
社
協
で
は
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
充
実
・
普
及

を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
後
見
人

等
の
担
い
手
不
足
な
ど
、
行
き
詰
ま
り

を
感
じ
る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
の
成
年
後
見
の
推
進
に

向
け
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う
べ
く
、

市
社
協
で
は
本
年
度
か
ら
「
法
人
後
見

事
業
」
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
行
政

を
巻
き
込
み
、
成
年
後
見
に
関
わ
る
機

関
・
団
体
の
連
絡
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
連
絡
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
き
っ
か
け
で
、
本
年
度
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
成
年
後
見
制
度
を
身
近
に
知

っ
て
も
ら
う
啓
発
事
業
の
企
画
・
実
施

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
向
け
て
発
信
！

　
「
市
民
ま
つ
り
」
を
活
用
し
た
「
無

料
相
談
会
」
で
は
、
弁
護
士
や
社
会
福

祉
士
等
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
社
協
受
託
）

と
協
働
で
、「
講
談
で
学
ぶ
成
年
後
見

制
度
」
と
題
し
、
高
齢
者
虐
待
や
成
年

後
見
の
講
談
と
、
弁
護
士
の
制
度
説
明

の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
両
事
業
と
も

大
盛
況
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の

高
さ
を
再
確
認
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
社
協
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
担
当
理
事
制
の
導
入
な

ど
、機
構
改
革
や
体
制
整
備
に
着
手
し
、

一
人
ひ
と
り
の
職
員
も
経
験
の
蓄
積
に

努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
関
心
に
応
え
る
事
業
を
展
開
し
、

実
践
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
、
今
、
市
社
協
に
課
せ
ら
れ
た
大
き

な
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
成
年
後
見
人
等
の

確
保
や
関
係
機
関
・
団
体
の
連
絡
会
へ

の
予
算
措
置
等
、
行
政
と
の
連
携
に
よ

る
事
業
展
開
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
社
協
で
は
、
今
後
も
社
協
の
公
共
性

を
生
か
し
た
、
権
利
擁
護
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

 

（
三
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

神田織音さんの講談では、会場
の皆さんが、講談の語りの世界
に引き込まれていました

イメージト
レーニング
型図上演習

＜非討議型：自習方式＞ストーリーシミュ
レーション、目黒メソッド、家庭内ＤＩＧ、防災
ゲーム　
＜非討議型：講師主導方式＞状況予測型

＜討議型＞防災グループワーク、ワーク
ショップ、ＤＩＧ、クロスロード、図上検討会

対応型図上
演習

＜単一領域＞避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）、
災害医療、広報演習

＜複合領域＞災害対策本部（初動）対応、
指揮所演習

【参考資料】「図上演習」図上演習研究会編：吉井博明他（内外出版）
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